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小学校社会科における授業研究方法論の構築 
 








































































図 2 授業者及び参観者双方の授業力向上に資する授業研究の理論と方法（先行研究をもとに筆者作成） 
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図 3 「社会科授業開発・分析ワークシート」（筆者作成） 
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(4) 検証 2（共栄大学） 
 上記で作成した「改善版：社会科授業開発・分析ワークシート」の有効性は，教員研
修会（「テーマ：小学校社会科授業研究の理論と実践 (180 分間)」で検証した（対象：教
職歴 10 年以上の教員 12 名）。なお，検証は以下のような手順で進めた。 
①  「授業者及び参観者双方の授業力向上に資する授業研究の理論と方法（図 2）」と「改善版：
社会科授業開発・分析ワークシート（図 4）」について説明する。→ (25 分 ) 
② 学習指導案（埴岡作成）から「授業開発・実践の論理（図 4 左側）」に該当する箇所を抽出
し，整理する。→ (25 分 ) 
③  各自が抽出・整理した内容をグループ内（1G=4 名）で確認する。→(15 分 ) 
④  授業映像を視聴 (45 分 )しながら，「授業分析・評価（図 4 右側）」を行う。→  (20 分 ) 
⑤  各自が「授業分析・評価」した内容をグループ内で協議する。→ (20 分 ) 
⑥  グループ内で協議した内容を全体で共有する。→ (10 分 ) 
⑦  参加者の議論を踏まえ，講師（佐藤）が総括する。→ (15 分 ) 
⑧「改善版：社会科授業開発・分析ワークシート」を活用した授業研究の有効性や妥当性につ
いて感想を書く（自由記述）。→ (15 分 ) 
 
「改善版：社会科授業開発・分析ワークシート」を活用した授業研究について，参加
者からは次のような意見が出された（表 2）。  
 




























※  ▲修正を求める意見は特になかった。  
（参加者の感想をもとに筆者作成） 
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